
学習指導要領及び学習指導要領解説における「がん」に関する部分 

 

【学習指導要領解説の抜粋】 

①小学校[第６学年]  教科：体育（保健領域） 

(３)病気の予防 

(ｴ) 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康 

㋐ 喫煙については，せきが出たり心拍数が増えたりするなどして呼吸や心 

臓のはたらきに対する負担などの影響がすぐに現れること，受動喫煙により

周囲の人々の健康にも影響を及ぼすことを理解できるようにする。また，喫

煙を長い間続けるとがんや心臓病などの病気にかかりやすくなるなどの影

響があることについても触れるようにする。 

 

②中学校〔第２学年〕 教科：保健体育（保健分野） 

(１)健康な生活と疾病の予防 

ｳ 生活習慣病などの予防 

㋑ がんの予防 

   がんは，異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病であり，その要因には

不適切な生活習慣をはじめ様々なものがあることを理解できるようにする。 

   また，がんの予防には，生活習慣病の予防と同様に，適切な生活習慣を 

身に付けることなどが有効であることを理解できるようにする。 

   なお、㋐と㋑の内容と関連させて、健康診断やがん検診などで早期に異常

を発見できることなどを取り上げ、疾病の回復についても触れるように配

慮するものとする。 

(ｴ) 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康 

㋐ 喫煙と健康 

   喫煙については，たばこの煙の中にはニコチン，タール及び一酸化炭素な

どの有害物質が含まれていること，それらの作用により，毛細血管の収縮，

心臓への負担，運動能力の低下など様々な急性影響が現れること，また，常

習的な喫煙により，がんや心臓病など様々な疾病を起こしやすくなること

を理解できるようにする。特に，未成年者の喫煙については，身体に大きな

影響を及ぼし，ニコチンの作用などにより依存症になりやすいことを理解

できるようにする。 
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③高等学校 教科：保健体育(科目保健) 

(１)現代社会と健康 

（ｱ）健康の考え方 

㋐ 国民の健康課題 

  国民の健康課題について，我が国の死亡率，受療率，平均寿命，健康寿命な

ど各種の指標や疾病構造の変化を通して理解できるようにする。その際，がん，

生活習慣病，感染症，精神疾患及び少子高齢社会における健康課題等があるこ

とについて触れるようにする。また，健康水準，及び疾病構造の変化には，科

学技術の発達，及び生活様式や労働形態を含む社会の状況が関わっているこ

とについて理解できるようにする。 

 

（ｳ）生活習慣病などの予防と回復 

    がん，脳血管疾患，虚血性心疾患，高血圧症，脂質異常症，糖尿病などを

適宜取り上げ，これらの生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには，適

切な運動，食事，休養及び睡眠など，調和のとれた健康的な生活を続けるこ

とが必要であること，定期的な健康診断やがん検診などを受診することが必

要であることを理解できるようにする。 

   その際，がんについては，肺がん，大腸がん，胃がんなど様々な種類があ

り，生活習慣のみならず細菌やウイルスの感染などの原因もあることについ

て理解できるようにする。がんの回復においては，手術療法，化学療法（抗

がん剤など），放射線療法などの治療法があること，患者や周囲の人々の生活

の質を保つことや緩和ケアが重要であることについて適宜触れるようにす

る。 

   また，生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組とともに，健康診断

やがん検診の普及，正しい情報の発信など社会的な対策が必要であることを

理解できるようにする。 

 

 

※ 参考 小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 体育編 

   中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編 

   高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 保健体育編 体育編 

※ 文中の下線は、千葉県教育庁学校安全保健課で加えたものです。 


